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　『絵の裏』 ︵原題：
?????????????? ︶はタイで最
もよく知られた文学作品のひとつである。非凡な作家シーブラパー︵本名はクラーブ・サイプラディットという︶の作品である。シーブラパーは一九三二年のタイの政治改革からサリット・タナラット元帥率いる独裁政権の時代を通じてつねに卓越した知識人であった。作品中、とりわけ印象深く記憶に残るのは、美し 清流とその向う屹立する御岳山の情景である。 作品は日刊紙 「プラチャチャート」の連載小説として、一九三六年一二月八日に掲載が開始され 。 ちに 単行書として出版され、以後四〇回以上にわたり出版された。たびたび映画化、テレビド マ化、舞台化ことは言うまでもない。 ジャーナリスト時代 ︵シーブラパー 新聞の編集の仕事に就いていた︶ 、朝日新聞の招きで日本に滞在し、早稲田大学に席を置いたことがある。そ 折の、 御岳山へ 旅行が、後日、忘れることができない作品を生み出すための劇的なインスピレーションを与えることにな
る。　
私は、アジア経済研究所の海外客員研究員とし
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一一月一〇日、拘束された。社会の秩序を乱したとして「騒擾罪」に問われたのだ。彼らが関っていた「平和運動」と呼ばれる活動は農民達に必要な支援を与え、社会の安寧を追求することを目指していた。彼は五年の禁固刑 処せら 、一九五七年に釈放された。独裁政権は国家主義者の大がかりな追放を行っ が、シーブラパーも中国へと難を逃れた。以後、一九七四 に他界するまで故国タイに帰ることはなかっ のである。　『絵の裏』は海外の大学で学位を得た男性と既婚の女性―彼女もその夫も王家の血筋を引く高家の人々であった―とのただならぬ恋をモチーフしている。そこで図式化されるの 前王政時代の遺産として引き継がれるタイ社会における不公平な現実である。こ 概念はシーブラパーの多く作品に通底　彼が御岳山の渓流で象徴したかったのは真実・
永遠の愛ではなく社会の不平等性だ と言える。彼がとりあげるテーマは今日の政治的な諸問題―富裕層と農民、規範の二重性、社会の不公正さなど にも大いに共通している。　
東南アジア諸国の政治体制の性格についておし
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